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九州⾃動⾞道『北熊本スマートインターチェンジ』
開通６ヶ⽉後の交通状況と整備効果について

Ｅ３

九州自動車道『北熊本スマートインターチェンジ』が平成３１年３月２４日に開通しました。
開通６ヶ月後の交通状況と整備効果について整理しましたので、その結果についてお知らせします。

Ｅ３

■計画交通量を上回る利⽤
○平均︓ 約4,200台／⽇※1（計画交通量3,600台/⽇）
（最⼤利⽤︓ 約4,800台／⽇（8⽉休⽇平均））

○⼤型⾞平⽇台数︓ 約800台／⽇※1（開通後1ヶ⽉間※2約600台/⽇）
※1:R1.9⽉の全⽇・平⽇の交通量平均値、※2:H31.3.25〜4.26平均値

北熊本スマートICの交通状況

開通による効果

■救命救急活動への⽀援
○安全かつ円滑な搬送による患者の⾝体への負担軽減に期待
○熊本市⽴病院相互間の救急医療などの連携強化に期待

■周辺企業の業務効率化、周辺地域の活性化を⽀援
○周辺⼯業団地や企業の物流所要時間が短縮
○ドライバー運転時の疲労・負担の軽減および働き⽅改⾰の⽀援
○新たな企業進出など周辺地域活性化の機運上昇

■観光振興への⽀援
○新たな経路選択肢による観光施設アクセスの案内がしやすくなり、
観光業の振興が期待
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北熊本スマートＩＣの交通状況の変化

＜北熊本スマートIC利⽤台数の変化※1＞

▲北熊本スマートIC周辺道路の開通前後の増加交通量
資料：交通実態調査結果

北熊本スマートインターチェンジ開通６ヶ⽉後の交通状況と整備効果

＜隣接ＩＣ利⽤台数の変化※2＞

＜⽉別利⽤台数の推移＞

資料：西日本高速道路株式会社 九州支社
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H31.4月 R 1.5月 R 1.6月 R 1.7月 R 1.8月 R 1.9月

大型車利用台数(百台/日) 大型車利用率(％)

(百台/日) (％)＜⼤型⾞利⽤台数の推移＞

※3） 開通前：H31.2. 5（⽕）
開通後：R 1.9.25（⽔）の12時間観測値より算出。[7-19時]
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※3：H31.4.1〜R1.9.30の各⽉平均（全⽇,全⾞）

※4：H31.4.1〜R1.9.30の各⽉平均（平⽇,⼤型）
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■植木IC

■熊本IC

※2)開通前(Ｈ30)：H30.3.26〜4.27、 開通6ヶ⽉後：R 1.9. 2〜9.29
全利⽤台数：全⽇の全⾞平均、⼤型⾞台数： 平⽇の⼤型⾞平均
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※1)開通6ヶ⽉後：R 1.9. 2〜9.29
全利⽤台数：全⽇の全⾞平均

■北熊本ｽﾏｰﾄIC

33百台/⽇
周辺IC減少

9百台/⽇
⾼速利⽤増加(計画時)

36

■北熊本スマートIC開通6か⽉後の利⽤台数は約4,200台/⽇
■隣接ICの利⽤台数は、植⽊ICが約2,300台/⽇、熊本ICが
約1,000台/⽇（合計約3,300台/⽇）減少
■⾼速道路の利⽤が約900台/⽇増加し、利⽤機会が向上

■休⽇の利⽤台数が多く、観光シーズンである８⽉の利⽤が最多
■国道３号（北区役所側）では、⼤型⾞台数が開通前に⽐べ
約100台/⽇減少






